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原子炉施設保安規定変更の認可について 

当社は，本日，島根原子力発電所原子炉施設保安規定変更の申請について，

経済産業大臣から認可を受けましたのでお知らせします。 

これは，当社のデータ改ざん等の不適切な事案に対する経済産業省からの 

行政処分（変更命令）に基づいて，本年７月３１日に変更の認可申請〔同日   

お知らせ済み〕を行い，審査を受けていたものです。 

今後，変更に伴う要領類の整備等を行い，９月中旬に施行する予定です。 

〔参考〕保安規定変更の概要 

経営責任者による

安全確保に対する

関与の強化 

・重大な事態が発生あるいは発生の恐れがある場合，社長に

適切な報告がなされるよう体制を整備する。 

・社長への報告は，発電所長および原子炉主任技術者双方か

ら行う。 

・社長は，原子炉安全を最優先し，必要な指示を行う。 

・社長は，原子炉施設の保安に関する重要事項について審議

する保安委員会審議結果について，定期的に報告を受ける。 

原子炉主任技術者

の独立性向上 

・原子炉主任技術者を組織面，人事面において発電所の保安

組織から独立させる。 

・原子炉主任技術者の業務が著しく過大となり，保安の監督

がおろそかにならないよう専任化する。 

・原子炉主任技術者から社長に直接報告し，指示を受ける体

制を整備する。 

運転上の制限から

の逸脱時又は技術

基準への不適合発

生時における経営

責任者への報告 

・運転上の制限からの逸脱時又は安全上重要な機器等に関す

る技術基準への不適合が生じた場合は，社長への報告事項

であることを明確化する。 

・原子炉主任技術者は，自らの責任により事態を確認し，社

長へ報告する。 

保修工事の記録 

・作成，保存すべき記録の対象に，安全上重要な機器等の  

保修工事に関する記録を追加し，その記録すべき対象に，

法令に基づいて講じた手続きの有無，内容が含まれるよう

にする。 

・法令に基づく手続きを不要と判断した場合は，その理由も

併せて記録し保存する。 

※保安規定…「核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に定められて

おり，原子力発電所の運転の際に実施すべき事項などを記載している。 

事業者が定めて申請を行い，国の審査を経て認可を受けるもの。 

以 上 


